
2025年６月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年２月14日

上 場 会 社 名 朝日インテック株式会社 上場取引所 東・名

コ ー ド 番 号 7747 URL https://www.asahi-intecc.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 宮 田 憲 次

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 (氏名) 伊 藤 瑞 穂 (TEL) (0561)48-5551

半期報告書提出予定日 2025年２月14日 配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：有

決算説明会開催の有無 ：有 (機関投資家・アナリスト向け )
(百万円未満切捨て)

１．2025年６月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年７月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高
のれん償却額等
を除く営業利益

営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期中間期 61,491 13.2 18,402 27.1 17,395 28.9 16,821 24.9 12,261 24.9
2024年６月期中間期 54,341 19.6 14,484 32.9 13,498 35.6 13,471 40.0 9,820 31.4

(注) 包括利益 2025年６月期中間期 12,501百万円( 28.9％) 2024年６月期中間期 9,700百万円( 36.3％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年６月期中間期 45.14 ―
2024年６月期中間期 36.15 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年６月期中間期 190,130 158,923 83.2
2024年６月期 191,614 151,961 78.9

(参考) 自己資本 2025年６月期中間期 158,153百万円 2024年６月期 151,217百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年６月期 ― 0.00 ― 20.37 20.37
2025年６月期 ― 0.00
2025年６月期(予想) ― 24.23 24.23

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年６月期の連結業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高
のれん償却額等
を除く営業利益

営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 116,737 8.5 27,170 12.4 25,210 13.9 25,528 16.2 18,803 18.9 69.22

(注)１ 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２ のれん償却額等を除く営業利益＝営業利益＋のれん償却額等



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年６月期中間期 271,633,600株 2024年６月期 271,633,600株

② 期末自己株式数 2025年６月期中間期 7,977株 2024年６月期 7,955株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年６月期中間期 271,625,630株 2024年６月期中間期 271,625,670株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、現中期経営計画「ASAHI Going Beyond 1000」において、以下の４つの基本方針を定めており、

これらの成長戦略を着実に進めていくことにより、更なる企業価値の向上を目指しております。

①グローバル市場の戦略的な開拓と患部・治療領域の拡大

②グローバルニッチ市場における新規事業の創出

③グローバル展開に最適な研究開発・生産体制の構築

④持続的成長に向けた経営基盤の確立

これらの戦略に則り事業を推し進めた結果、当社グループの当中間連結会計期間の業績は好調に推移し、下記と

なっております。

売上高は、継続した市場シェアの増加や、外貨高の為替影響などにより、主にメディカル事業が国内外共に好調

に推移し、614億91百万円（前年同期比13.2％増）となりました。

売上総利益は、売上高の増加や、売上総利益率の上昇に伴い、415億49百万円（同18.1％増）となりました。

営業利益は、米国の非循環器領域及び国内の新領域の販売強化を目的とした営業関係費用の増加や、研究開発費

が増加するなどし、販売費及び一般管理費が増加したものの、173億95百万円（同28.9％増）となりました。

経常利益は、為替差損が増加するなどしたものの、168億21百万円（同24.9％増）となりました。

親会社株主に帰属する中間純利益は、投資有価証券評価損の発生が無かったことや、特別利益として貸倒引当金

戻入額の計上などがあり、122億61百万円（同24.9％増）となりました。

なお、当中間連結会計期間における外国為替レート実績は、下記となります。

１米ドル＝151.00円（前年同期146.35円、比3.2％増）

１ユーロ＝163.37円（前年同期158.20円、比3.3％増）

１中国元＝21.00円（前年同期20.20円、比4.0％増）

１タイバーツ＝4.39円（前年同期4.14円、比6.0％増）

セグメントごとの経営業績は次のとおりであります。

なお、当中間連結会計期間の期首より、報告セグメントの利益又は損失の測定方法を変更しております。詳細は、

「２ 中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）Ⅱ 当中間

連結会計期間の「２ 報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。

また、セグメントごとの比較情報については、前中間連結会計期間の数値を測定方法変更後のセグメント情報に

組み替えた数値で比較しております。

（メディカル事業）

メディカル事業は、全地域において市場シェアが継続して増加したことや、外貨高の為替影響などにより、売上

高は好調に推移し、増加いたしました。

国内市場は、循環器系領域の堅調さに加え、非循環器領域において、脳血管系製品や末梢血管系製品(輸入仕入

品)の市場評価が高く好調なため、売上高は増加いたしました。

海外市場は、循環器系領域及び非循環器系領域共に増加いたしました。循環器系領域は、前第１四半期連結会計

期間に欧州地域において東欧販売代理店から通期分の集中した一時的な受注取引が含まれるものの、全地域におい

てPCIガイドワイヤーや貫通カテーテルを中心に、売上高は大変好調に推移いたしました。非循環器系領域は、米国

においてOEM取引が減少したものの、中国市場の脳血管系製品や、米国市場の腹部血管系製品が好調に推移したこと

などから、売上高は増加いたしました。

以上の結果、売上高は557億63百万円(前年同期比15.3％増)となりました。

また、セグメント利益は、185億18百万円(同32.0％増)となりました。
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（デバイス事業）

デバイス事業は、医療部材・産業部材共に減少し、売上高は減少いたしました。

医療部材については、国内市場のロボティクス関係や、海外市場の米国企業向け循環器系検査用カテーテル部材

の取引が減少するなどし、売上高は減少いたしました。

産業部材につきましては、国内市場の建築関連取引や、海外市場のOA機器関連取引が増加するなどしたものの、

海外市場のレジャー向け取引が減少するなどし、売上高は減少いたしました。

以上の結果、売上高は、57億27百万円（前年同期比4.1％減）となりました。

また、セグメント利益は、外部顧客への売上高の減少により、24億57百万円（同14.5％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の資産につきましては、総資産額が1,901億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ

14億84百万円減少しております。

主な要因は、現金及び預金が19億６百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が11億15百万円、商品及び製品

が７億43百万円、仕掛品が９億64百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債につきましては、負債合計額が312億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ84億45百万円減少してお

ります。主な要因は、長期借入金が９億３百万円増加した一方、短期借入金が40億33百万円、流動負債のその他

が60億74百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産につきましては、純資産合計額が1,589億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ69億61百万円増加

しております。主な要因は、利益剰余金が67億28百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間の業績は好調に推移し、売上高・利益共に当初予想を上回るペースで推移しております。

なお、現時点で下半期において、中国・アジアを中心とした売上動向の見通し(中国・アジア市場の症例数動向や

当社シェアは引続き好調であるものの、2025年に入り、アジア地域から中国地域への違反的な当社製品の流入が発

覚しており、その影響度などを精査中)、売上総利益率の見通し(売上総利益率は引続き好調なものの、工程移管影

響などを含み精査中)、追加費用(賞与・昇給などの検討・判断)の見通しなどを精査・検討中であり、不確定要素が

多く、2024年８月14日に公表いたしました業績予想は、据え置きといたしました。明確に蓋然性(がいぜんせい)が

高まったと判断した場合には、適切な対応を進めて参ります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,658 37,564

受取手形及び売掛金 17,676 16,561

電子記録債権 1,913 2,018

有価証券 3,000 3,999

商品及び製品 9,282 8,539

仕掛品 12,298 11,333

原材料及び貯蔵品 7,763 7,141

その他 7,609 6,240

貸倒引当金 △505 △406

流動資産合計 94,696 92,994

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 31,585 31,452

その他（純額） 28,543 29,049

有形固定資産合計 60,129 60,501

無形固定資産

のれん 6,910 6,218

その他 10,048 9,178

無形固定資産合計 16,959 15,397

投資その他の資産 19,828 21,237

固定資産合計 96,917 97,135

資産合計 191,614 190,130
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,289 2,383

電子記録債務 625 588

短期借入金 5,615 1,581

未払法人税等 2,683 4,142

賞与引当金 2,700 1,598

その他 15,580 9,506

流動負債合計 29,494 19,801

固定負債

長期借入金 1,087 1,991

役員退職慰労引当金 19 19

退職給付に係る負債 2,851 3,039

その他 6,199 6,355

固定負債合計 10,157 11,405

負債合計 39,652 31,207

純資産の部

株主資本

資本金 18,860 18,860

資本剰余金 21,779 21,779

利益剰余金 90,742 97,471

自己株式 △7 △7

株主資本合計 131,375 138,104

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,689 2,262

為替換算調整勘定 17,142 17,783

退職給付に係る調整累計額 9 2

その他の包括利益累計額合計 19,841 20,048

非支配株主持分 744 769

純資産合計 151,961 158,923

負債純資産合計 191,614 190,130
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年７月１日
至 2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年12月31日)

売上高 54,341 61,491

売上原価 19,150 19,941

売上総利益 35,191 41,549

販売費及び一般管理費 21,693 24,154

営業利益 13,498 17,395

営業外収益

受取利息 58 48

受取配当金 35 81

補助金収入 42 155

その他 164 157

営業外収益合計 301 442

営業外費用

支払利息 152 181

為替差損 106 784

その他 69 51

営業外費用合計 328 1,016

経常利益 13,471 16,821

特別利益

投資有価証券売却益 - 23

貸倒引当金戻入額 - 100

特別利益合計 - 123

特別損失

投資有価証券評価損 99 -

その他 0 -

特別損失合計 99 -

税金等調整前中間純利益 13,371 16,945

法人税、住民税及び事業税 3,138 5,008

法人税等調整額 355 △355

法人税等合計 3,494 4,652

中間純利益 9,876 12,293

非支配株主に帰属する中間純利益 56 31

親会社株主に帰属する中間純利益 9,820 12,261
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年７月１日
至 2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年12月31日)

中間純利益 9,876 12,293

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △94 △426

為替換算調整勘定 △73 640

退職給付に係る調整額 △8 △6

その他の包括利益合計 △176 207

中間包括利益 9,700 12,501

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 9,643 12,475

非支配株主に係る中間包括利益 56 25
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年７月１日
至 2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 13,371 16,945

減価償却費 4,154 4,693

賞与引当金の増減額（△は減少） △283 △1,084

支払利息 152 181

のれん償却額 605 622

売上債権の増減額（△は増加） △3,204 772

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,492 2,599

仕入債務の増減額（△は減少） △528 41

未収消費税等の増減額（△は増加） 844 1,327

未払金の増減額（△は減少） △502 △688

未収入金の増減額（△は増加） 52 148

前受金の増減額（△は減少） △1,069 △4,293

その他 634 272

小計 15,718 21,537

利息及び配当金の受取額 87 145

利息の支払額 △61 △210

法人税等の支払額 △3,127 △3,188

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,617 18,284

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 2,000 ―

有形固定資産の取得による支出 △4,275 △4,035

無形固定資産の取得による支出 △141 △214

投資有価証券の取得による支出 △159 △3,074

その他 △452 311

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,029 △7,013

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,307 △507

長期借入れによる収入 ― 2,000

長期借入金の返済による支出 △120 △4,622

配当金の支払額 △3,933 △5,533

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△1,346 ―

リース債務の返済による支出 △142 △206

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,850 △8,869

現金及び現金同等物に係る換算差額 △114 △495

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,376 1,906

現金及び現金同等物の期首残高 34,884 35,658

現金及び現金同等物の中間期末残高 32,508 37,564
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。)等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第

20-3項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。)第65-２項（２）ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っております。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から

適用しております。

なお、当中間連結会計期間において、連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ｉ 前中間連結会計期間(自 2023年７月１日 至 2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結
損益計算書
計上額
（注２）メディカル事業 デバイス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 48,369 5,972 54,341 ― 54,341

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 6,761 6,761 △6,761 ―

計 48,369 12,733 61,103 △6,761 54,341

セグメント利益 14,026 2,875 16,901 △3,403 13,498

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年７月１日 至 2024年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結
損益計算書
計上額
（注２）メディカル事業 デバイス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 55,763 5,727 61,491 ― 61,491

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 7,288 7,288 △7,288 ―

計 55,763 13,016 68,780 △7,288 61,491

セグメント利益 18,518 2,457 20,976 △3,581 17,395

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

当中間連結会計期間の期首より、従来「メディカル事業」及び「デバイス事業」セグメントに含めていた一部

の連結子会社の一般管理費を、組織拡大等に伴い報告セグメントに帰属しない一般管理費（全社費用）に含めて

おります。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後の測定方法に基づき作成したものを開示しておりま

す。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(1)種類別の内訳

前中間連結会計期間 (自 2023年７月１日 至 2023年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

メディカル事業 デバイス事業 計

循環器 36,300 ― 36,300

非循環器 7,635 ― 7,635

OEM 4,434 ― 4,434

医療部材 ― 3,857 3,857

産業部材 ― 2,114 2,114

合計 48,369 5,972 54,341

当中間連結会計期間 (自 2024年７月１日 至 2024年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

メディカル事業 デバイス事業 計

循環器 42,390 ― 42,390

非循環器 9,506 ― 9,506

OEM 3,866 ― 3,866

医療部材 ― 3,787 3,787

産業部材 ― 1,940 1,940

合計 55,763 5,727 61,491
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(2)地域別の内訳

前中間連結会計期間 (自 2023年７月１日 至 2023年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

メディカル事業 デバイス事業 計

日本 7,247 1,430 8,678

北米 10,604 2,208 12,813

欧州 11,243 188 11,431

中国 12,182 298 12,481

その他 7,091 1,845 8,937

合計 48,369 5,972 54,341

当中間連結会計期間 (自 2024年７月１日 至 2024年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

メディカル事業 デバイス事業 計

日本 7,866 1,396 9,262

北米 11,130 1,786 12,916

欧州 11,555 232 11,788

中国 16,546 257 16,804

その他 8,664 2,054 10,718

合計 55,763 5,727 61,491

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


